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略歴
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震災時の滝沢庁舎内



4
沿岸部への派遣
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これまでの研究開発システム

2014
• 安否情報登録・確認システム，災害情報投稿システム，支援物資配給管理システム

2016
• 災害情報登録システム，災害情報共有システム，災害情報共通プラットフォーム

2017
• クラウド版災害情報登録システム，災害情報共有システム，災害情報オープンデータ可視化

システム

2018
• 災害記録可視化・分析システム，消防団活動支援システム

2019
• 災害情報共有・意思決定支援システム，IoT災害時避難支援システム，自助支援システム

2021
• 災害情報AIシステム，CCNによる移動体ルータを活用した情報取得手法

2021
• VR災害対策本部，避難所混雑状況可視化システム，ARによる避難ナビゲーションシステム



安否情報登録・確認システム
災害情報投稿システム

（2014）
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避難所の問題点

避難者は，自身の情報を模造紙などに書き込み，
避難所入口に張り出した

実際に避難所に赴かなければ，避難者
情報を得ることが出来ない！

災害対策本部は正確な避難所情報を得る
ことが出来ない！
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災害対策本部の問題点

災害箇所を把握するため，災害対策用専用の
地図を用いる（紙ベース）

災害対策本部に集結した全関係者が災害
箇所情報を共有することは難しい！

自治体職員は，災害現場に赴き，被害写真を撮影
して災害対策本部に持ち帰る必要がある

災害状況の把握に時間を要するため迅速
な災害対応が取れない！
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避難者安否登録システム
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■ 投稿された被害写真をリアルタイムにWeb-GIS上に自動マッピング

画像投稿

リアルタイムに
マッピング

Application 
Server

61
リアルタイムなマッピング
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自治体へのヒアリング調査

■災害対応の現状調査

・災害情報の収集・
共有方法，課題

・災害情報の発信
方法，課題

■プロトタイプへの適用
・システム要件の
整理

・システムの設計
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災害対策本部におけるICT支援（1/2）

（要件１） ホワイトボードに記入された情報の共有

（要件2） 自治体職員全体での災害情報の共有

（要件3） 情報伝達ツール毎における文書作成の手間の削減

（要件4） 情報の配信前の確認

（要件5） 平常時に運用可能
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災害対策本部におけるICT支援（2/2）

■災害情報登録システム

 各関係機関・住民から報告された災害情報の電子化が可能

 災害情報の迅速な集約が可能

■災害情報発信共通プラットフォーム

 住民への迅速な情報提供が可能

 職員の情報発信対応の手間を省くことが可能

■災害情報共有システム

 災害対策本部での迅速な情報共有が可能

 膨大な情報の整理，過去の議事録の管理が可能



・災害情報登録システム
・災害情報共有システム

・災害情報共通プラットフォーム
（2016）
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災害情報登録システム
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災害情報共有システム
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共通プラットフォーム



災害記録史可視化・分析システム
（2018）
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ヒアリング調査

• 茨城県内3自治体に実施

– 現在の災害対応プロセスを調査

– ソーシャル・メディアの利用状況
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災害対策本部に求められる要件

■ 庁舎内資料の電子化による情報の迅速な参照
– 庁舎内に保存される資料は紙媒体で保管
– 災害発生直後に迅速に参照することが困難

■ ソーシャル・メディア情報の柔軟なフィルタリング
– ソーシャル・メディア上の情報源には有用な情報が含まれてい
る点について職員は理解を示している

– 一方で，処理すべき情報量多すぎる

■ 他システムとの情報連携
– 国や県と情報共有する防災システムや
情報発信のためのシステムが既に導入されている
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災害情報蓄積ダッシュボード
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ＳＮＳ情報の取得
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対応記録検索可視化画面



災害情報共有・意思決定支援システム
（2019）
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プロトタイプシステム



IoT災害時避難支援システム
（2019）
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ビーコンによる通知

ビーコンとはBLE（Bluetooth Low 
Energy)が用いられた発信機

〇iBeacon：BLEビーコン
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安否情報の登録
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登録された情報の集約



AI技術を利用した災害情報システム
（2020）
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災害情報AIシステム
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災害対応業務登録・蓄積システム
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災害対応業務提案システム



避難所混雑状況可視化システム
（2021）
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避難所混雑状況可視化システム

■避難者安否登録システムへの誘導方法

・BLEビーコン

・QRコード

・NFCタグ
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避難所混雑状況可視化システム
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避難所混雑状況可視化システム
■避難所一覧画面
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避難所混雑状況可視化システム
■避難所一覧画面



39
避難所混雑状況可視化システム

■混雑状況可視化ページTOP



40
避難所混雑状況可視化システム

■表での可視化■MAP上での可視化



ARナビゲーションアプリ
（2021）



4242
ARナビゲーションアプリ
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今後の展開


